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平成27年度スポーツ振興支援事業･地域振興支援事業贈呈式

高校部活動 3,434 万円
地域振興支援事業にも

奨学会は、去る7月 10日、多治見市東町のセラミックパークMINOで、
平成 27年度の贈呈式を行った｡ 奨学会は平成 11年設立後､ 積極的な活
動を行っている高等学校の運動部を対象に､ 毎年部活動費の贈呈を実施し
てきた。地域振興支援事業の一環として､ 高等学校文科系部活動への支援
も4年目となった。
贈呈式には来賓として岐阜県教育委員会松川禮子教育長をはじめ被支援
校の部活動顧問､ 部長、監督など学校関係者ら併せて約70人が参加｡ 小
板副理事長より各団体へ目録を手渡した。
最後に、被支援団体を代表して岐阜高等学校の丹羽章校長よりお礼の言
葉があった。

伊藤青少年育成奨学会設立からの事業費の実績（平成12年度～）
単位：千円

年　度 奨学金 スポーツ 国際交流 その他
（伊藤喜美賞を含む） 合　計

12 4,800 13,100 3,000 ― 20,900
13 9,600 10,700 3,000 500 23,800
14 21,600 6,100 3,000 200 30,900
15 28,800 10,000 3,000 200 42,000
16 25,200 10,000 13,000 1,300 49,500
17 26,280 11,500 3,000 4,000 44,780
18 31,080 10,400 3,000 3,000 47,480
19 35,040 11,300 ― ― 46,340
20 37,380 13,310 1,500 2,000 54,190
21 37,080 8,700 ― 7,000 52,780
22 39,600 12,800 ― 1,000 53,400
小　計 296,460 117,910 32,500 19,200 466,070

●平成23年 4月1日から公益財団法人となりました
年　度 奨学金支給事業 スポーツ振興支援事業 地域振興支援事業 合　計
23 39,600 13,100 2,000 54,700
24 39,240 12,400 14,110 65,750
25 42,300 13,930 13,887 70,117
26 43,200 18,290 17,575 79,065

27（見込み） 46,800 25,160 9,180 81,140
合計（設立から） 507,600 200,790 108,452 816,842

●恵那市中央図書館～伊藤文庫～について
当財団は､平成 19年度事業として上記事業のほか恵那市へ図書館（※）
を寄贈しました｡ 同時に 23,000 冊の書籍､ 運営費等 1,500 万円の寄贈
を行いました｡
※鉄筋コンクリート2階建て､ 延床面積2,652㎡（総事業費10億円）

平成２7年度（公財）伊藤青少年育成奨学会
スポーツ振興支援事業・地域振興支援事業 被支援団体
①スポーツ振興支援事業（県内の高校・特別支援学校運動部およびスポーツイベントへの助成）

学　校　名 部　名 金額（円）
岐山高等学校 体操部 1,000,000 
羽島北高等学校 水泳部 900,000 

県立岐阜商業高等学校
応援部 800,000 
バレーボール部 550,000 
男子バレーボール部 950,000 

各務原高等学校 弓道部 400,000 
各務原西高等学校 バドミントン部 710,000 
岐阜各務野高等学校 フェンシング部 520,000 
羽島高等学校 バドミントン部 200,000 
本巣特別支援学校 サッカー・陸上部 640,000 
岐阜聾学校 バレーボール部 460,000 
鶯谷高等学校 男子バスケットボール部 100,000 
済美高等学校 バレーボール部 640,000 
大垣西高等学校 バドミントン部 210,000 

大垣養老高等学校
弓道部 400,000 
フェンシング部 900,000 
硬式野球部 850,000 

大垣商高等学校 陸上競技部 350,000 
なぎなた部 350,000 

武義高等学校 硬式野球部 950,000 
弓道部 400,000 

関商工高等学校

卓球部 400,000 
剣道部 720,000 
女子バレーボール部 480,000 
ラグビー部 680,000 

加茂農林高等学校 硬式野球部 850,000 
八百津高等学校 硬式野球部 600,000 
可茂特別支援学校 バスケットボール部 340,000 
恵那南高等学校 硬式野球部 250,000 
中津川工業高等学校 弓道部 400,000 
恵那特別支援学校 陸上競技部 700,000 
益田清風高等学校 陸上競技部 970,000 
飛騨高山高等学校 スキー部 510,000 
高山工業高等学校 硬式野球部 560,000 

飛騨神岡高等学校 女子ソフトボール部 70,000 
硬式野球部 840,000 

岐阜東高等学校 硬式野球部 800,000 
岐阜第一高等学校 卓球部 300,000 
富田高等学校 男子バスケットボール部 880,000 
美濃加茂高等学校 陸上競技部 770,000 
城南高等学校 卓球部 660,000 
岐阜大学ボート部 1,000,000 
恵那市陸上競技協会 100,000 
合　　計（33校・42運動部＋1スポーツイベント） 25,160,000 

②地域振興支援事業（県内の高校・特別支援学校文化系部および団体への助成）
学　校　名 部　名 金額（円）

岐阜高等学校 自然科学部 1,000,000 
加納高等学校 自然科学部 210,000 
羽島北高等学校 吹奏楽部 900,000 
各務原高等学校 吹奏楽部 1,000,000 
岐阜農林高等学校 環境科学部 260,000 
岐阜聖徳学園高等学校 吹奏楽部 1,000,000 
鶯谷高等学校 写真部 160,000 
大垣西高等学校 吹奏楽部 950,000 
大垣養老高等学校 農業研究部・食品班 190,000 
大垣工業高等学校 情報技術部 400,000 

関商工高等学校 写真部 200,000 
機械部 290,000 

東濃実業高等学校 写真部 140,000 
東濃フロンティア高等学校 写真部 150,000 
中津川工業高等学校 電気工学研究部 200,000 
岐阜東高等学校 ギター・マンドリン部 420,000 
多治見西高等学校 筝曲部 350,000 
麗澤瑞浪高等学校 太鼓部 470,000 
東濃特別支援学校 670,000 
スタジオぬくもりの森 220,000 
合　　計（18校・19文化系部＋1地域振興イベント） 9,180,000 



この度、3月をもちまして名古屋大
学理学部生命理学科を卒業します。入
学から 4年間に渡り伊藤青少年育成奨
学会様からご支援頂き、大変充実した
大学 4年間を送ることができました。

さらに4月からは名古屋大学大学院理学研究科生命理学専攻に進学
します。これも伊藤青少年育成奨学会様のおかげと大変感謝してお
ります。この場をお借りして心からお礼申し上げます。
この4年間の大学生活を振り返ると講義や実験などの学内活動に

限らず、他の大学や研究機関の課外活動にも積極的に参加し、多くの
人と交流ができたことは私の大きな宝になっています。
その中の一つに 1年と 3年生の時に参加した屋久島における野

外調査活動があります。この調査は京都大学霊長類研究所主催の屋
久島でのサルの生態調査で、公募で集まった大学生や社会人まで幅
広い世代で山奥にテントを張り調査を行いました。それは今までの
机上の勉学とは異なり、困難と新鮮な好奇心に満ちたものでした。
その中で自分と同じ生命科学の研究を目指し、異なる価値観を持つ
多くの他大学の学生と交流し、熱い意見交換をすることが出来まし
た。その中で新しい価値観を吸収することができたと思っています。
この経験を通して生命科学分野において深く研究に携わりたいとい
う目標が確かなものになりました。それ以来、学業では専攻である
生命科学の分野では講義を受けるだけでなく研究室に足を運び、研
究の最前線や現場について学ぶように心がけました。さらに定期的
に開催される学外の公開実習や発表会に参加して同じ研究を志す全
国の大学生と積極的に討論し、交流することに努めました。この時
に出会った仲間とは、現在でも交流が続いています。
また研究分野に限らずサイエンス・コミュニケーションのイベン

トや博物館教育活動などにも参加しました。特に研究者と市民が科

拝啓　早春の候、貴奨学会におかれ
ましてはますますご清栄のこととお慶
び申し上げます。
さて、このたび、医師国家試験を終

え、3月をもちまして山形大学医学部
を卒業することとなりました。6年間という長い期間にわたっての
ご支援のおかげで、たいへん充実した学生生活を送ることができま
した。本当にありがとうございました。
6年前、生まれ育った飛騨地方をとにかく出たいという思いで、

東北の地を踏みました。それまでは「岐阜県」あるいは「飛騨地
方」について他の地域と比較することはほとんどありませんでした
が、東北で過ごす中で、出身地に対して客観的な見方ができるよう
になりました。とりわけ、ある世代以上の方とお話する際、決まっ
て出身地を褒められたことは、郷土に対して誇りを持つことにもつ
ながったと思います。
インドを3週間一人で旅行するなど長期休暇を利用して国外に出

ることも何度かありましたが、そこでは日本という国を客観的に見
る経験をしました。私が医師を志した理由のひとつに、国際協力を

学のあるべき姿について討論するサイエンス・コミュニケーション
は司会者が講演者の難解な科学テーマを一般参加者にわかり易く伝
えることが特に求められるイベントです。私は3年生、4年生の時
にこの活動の司会を担当し、科学を伝えることの難しさを、身をもっ
て学ぶ機会になりました。私自身が研究者となった時に、プレゼン
テーションする際にいかにわかり易く伝えることが重要かを学ぶこ
とができました。
4年生時の卒業研究のテーマは植物の受精に重要なタンパク質の

研究について行いました。植物の生殖によって生み出される果実や
種子は、私たちが普段主食として食べる米やパンの原料になります。
このように私たちの生活において重要な植物の生殖過程ですが、そ
の詳細な仕組みは明らかになっていません。私は、近年発見された
植物の雄の生殖細胞を雌の生殖細胞に誘引するタンパク質について
雌しべの中でどのように働いているのか、そしてタンパク質として
どのような機能を持つのかについて研究し、解析を行いました。何
度も失敗を繰り返し、苦労しましたが、タンパク質の機能解析に重
要なタンパク質分布の時間変化を明らかにすることができました。
この研究を進める中で学外の研究会に発表する機会も得ることがで
きました。そして名古屋大学臨海実験所で開催された受精・発生の
会での口頭発表と阿蘇市で開催された新学術領域細胞壁機能若手の
会でのポスター発表で最優秀賞を受賞することができました。これ
まで幅広い活動を続けてきた経験が、このような機会に生かされた
と考えております。
最後になりますが、この4年間の経験を糧に大学院においてもさ

らに精進いたします。このように充実した大学生活を送ることがで
きたのは伊藤青少年育成奨学会様の支援のおかげと感謝申し上げま
す。ありがとうござました。

したいという思いがあります。国際協力というと出身地域への貢献
とは矛盾するのではないかと思われるかもしれませんが、日本の中
の一地域も、医療が十分に供給されない国の一地域も、人間が生活
を営む場所としては同じであり、一方が他方に学ぶこともあるので
はないかと思います。将来、何らかの形で国際協力に携わり、その
経験を自分が生まれ育った地域に還元できる医師になることが私の
一つの目標です。
また、私の 6年間に欠かせないもののひとつに、陸上競技があ

ります。大学では、競技会の運営など、それまでと異なる角度から
陸上競技に関わる経験ができましたし、社会人の方が中心となる市
の駅伝チームに加入したことで、競技に対する価値観の違いを学び
ました。昨年の夏に東日本医科学生体育大会の5000mで初めて表
彰台に立つことができたときは、それまでの取り組みが一つの形に
なったようでとても嬉しかったことを記憶しています。
4月からは岐阜県に戻り、研修医としての生活がスタートします。

地域の方々の健康に貢献できるよう、そして一社会人としても認め
られるよう、謙虚に学び続けていきたいと思います。末筆ながら、
貴奨学会のますますのご発展をお祈り申し上げます。　　　　敬具

充実した4年間の経験を糧に、大学院進学へ。

いよいよ研修医生活がスタート！
謙虚に学ぶ姿勢を大切にしたい。

寺 島　 彰
名古屋大学理学部
生命理学科
（恵那高校卒）

草場 勇作
山形大学医学部
医学科
（斐太高校卒）

先輩からの便り 2015年 3月ご卒業の方からの便りです。
誌面の都合により一部の方（二人）からの便りを掲載しました。



授業と部活動の両立、
臨床実習に向けての試験勉強、
さらに英語学習に取り組む日々。

臨床医学を現在学んでいるのですが、3年生の 4月から学んできた臨床
医学も、もうすでに半分以上学び終え、残りあと少しとなりました。臨床
医学は4年生の 7月に学び終えるカリキュラムとなっており、8月の末に
は、CBT試験があります。CBT試験とは、臨床実習開始前までに修得し
ておくべき必要不可欠な医学的知識を総合的に理解しているかを評価する
試験です。そのため、今まで大学 1年生から学んできた、基礎医学から臨
床医学まで、すべての範囲から出題され、いわば国家試験の少し簡単バー
ジョンです。かなり某大な知識がいるので、もうすでに勉強をはじめてい
ます。まだまだ問題が思うように解けず、悪戦苦闘しています。何度も何
度も繰り返し復習しなければ、記憶に残していけないので、繰り返し分厚

い問題集に取り組もうと計画しています。また大学入試の頃のような勉強
の追い込みがはじまってきているので、つらいですが、将来のため、自分
のために、少しでも高得点が採れるように頑張っていきたいと思います。
また、将来、英語は必要不可欠であるため、最近、再び英語の勉強をは

じめました。英単語を毎日少しずつ勉強しています。CBT試験の勉強、通
常の大学での試験の勉強と並行して勉強していくのは大変ですが、できる
だけ頑張って続けたいと思います。
CBT試験を終え、OSCE試験という、実践形式の試験を終えると、い

よいよ実習が始まります。不安もありますが、とても楽しみです。臨床実
習で、色々な科をまわっているうちに、将来自分が専門としたい科が見つ
かるといいなと思います。

奨学会からのコメント 　一人前の医師になるのには、多くの関門があ
ることに同情するやら、人間の命を預かるのだから当然という思いやら。
が、専門とする科が見つかるといいな、ではなく見つけるという主体性を。

村山　万季
岐阜大学
医学部・医学科4年
（岐阜高卒）

奨 学 生 の 声 2015年 4月までに提出された学業状況報告の一部です。

滋賀の小谷城、
和歌山の古式捕鯨関連の史跡…
学び多き現地調査。

現地調査を通じて後期では近畿圏の具体的事例から学ぶことが多くあり
ました。
滋賀県長浜市を訪れた際、小谷城を見学しました。小谷城は戦国期に江

北を治めた浅井氏三代の居城です。深く開いた谷に連なる居館群とそれを
守るため両側の尾根に呰群が配置されており、標高495mの山全体を巧み
に利用した巨大な軍事要塞という印象を受けました。江北は戦国期、琵琶
湖の水に恵まれ農業や鉄砲鍛冶などの生業や流通の盛んな地域として有名
です。景観や資料などを通じて今も浅井氏の繁栄を支えた豊かな江北像を
見つけることができます。一方、城跡には様々な箇所で朝倉氏による築城
技術の支援が見られ、技術面でも両氏の密接な関係があったことを知りま
した。これらを踏まえた上で信長の統一過程における浅井氏の存在を考え
直す必要があると思いました。

和歌山県太地町を訪れた際は狼煙場跡や山見台など古式捕鯨関連の史跡
を中心に見学しました。古式捕鯨は当地の領主であった和田氏によって江
戸前期に創始されました。現在からすると「古式」かも知れませんが、当
時はそれ以前と比べて、より組織的かつ積極的手法であり、捕鯨史上の画
期を成すものでした。その一方で捕鯨は命懸けの闘いであり、同時に漁師
達の高度な専門技術が要求されるものです。また、「いのち」をいただく鯨
に対する慰霊と感謝の念が込められた供養碑も多くあり、人の鯨への関わ
りには様々な思いが交錯する深い関係にあるのだと学びました。
その後足を延ばして東明寺の裏山にある太地城跡も見学しました。付近で

は実際に和田氏が指揮をとって敵の侵攻を撃退しており、戦国領主として和
田氏の姿も見えてきました。戦国期から江戸期にかけて領主としてたくまし
く生き抜くための戦略をとり続けてきたという点で、新たな視点から領主像
を描くことができるように思いました。今後は祭礼や漁業史も含めて包括的
に捕鯨の位置づけについて考え、関心を持ち続けていきたいです。

奨学会からのコメント 　現地調査がすべての基本。梅棹忠夫は「それ
を自分で見たんか？」と問う。捕鯨に関しても、日本の歴史・文化として
世界に発言、国連の生物多様性のみならず文化の多様性決議を勝ち取ろう。

岩永　紘和
京都府立大学
文学部・歴史学科3回生
（多治見北高卒）

まずは簿記2級に合格。
限りある時間を大切に、
今後の資格勉強の方向性を見極めたい。 

学業状況において特筆すべきは簿記試験に合格できたことです。昨年の
6月に 3級を、11月に 2級を取得することができました。これは大学の
授業を受けて勉強したものではなくて、専門学校の先生に大学まで足を運
んでいただき、放課後に「簿記講座」として勉強させていただいたものな
のでより一層価値があると思っています。もともと中学生の時に簿記とい
う学問を知り、独学で挑戦しようと勉強しましたが高校進学とともに断念
し、高校が普通科であったために授業で取り扱われることもありませんで
した。大学生になり学習の機会を得ることができたので、興味や関心だけ
ではなく、喜びもあわせて勉強することができました。資格取得に向け精
神的な面や金銭的な面など様々な支援をしてくれた両親にも改めて感謝の
気持ちでいっぱいです。就職活動の際に履歴書にかけるといわれる簿記 2
級を取得できたことで、この先何の資格勉強をしていくのかという岐路に

私は立っています。このまま簿記の勉強を続け税理士や公認会計士を目指
すのか、別の興味がある資格の勉強をするのか、という選択です。時間は
残されているようで、あまり残されていませんが、自分の今後が大きく左
右される選択ですので焦ることなく考えたいと思います。さて名古屋市立
大学経済学部生として一年間過ごして感じたことがあります。それは単位
をいただくために求められることがレポートの提出ではなく、期末試験つ
まりテストで結果を残すことばかりであったということです。自分の考え
を文章にする機会に乏しかったので寂しい気持ちは残っています。貴奨学
会への報告書は数少ない文章を書く機会でした。貴重な機会を提供して下
さりありがとうございました。大学の先輩方の話によると、上級生になる
ほど文章を書く機会が増えるそうなので、これからも自分の文章を書く力
を向上させるように努力をしていきたいです。

奨学会からのコメント 　言葉が行為を決定する。勉強はさせていただ
くものではなく「勉強する」もの。単位をいただくためではなく、「単位
は取得する」もの。鳩山由紀夫のせいで若い世代の言葉が混乱している。
それは敬語ではなく、単なる他力本願的表現で、社会では通用しない。

石原　　慧
名古屋市立大学
経済学部2年
（関高卒）

新しいことを覚えるたびに、
過去に学んだこととつながってゆく。
勉強するって楽しい！

1 年生の後期から、専門基礎分野が始まりました。これらの講義のほと
んどが国家試験の試験範囲であるので、前期以上に集中して取り組みまし
た。多くの講義の中で、私はX線画像技術学 1という講義を 1番意欲的
に取り組みました。この講義はすべての画像診断の基礎であるX線一般撮
影における臨床基礎とX線撮影法の基礎を学ぶものです。私は各種撮影法
を覚える時、自ら患者に維持してもらう体勢をとってみました。そして、
患者にかかる負担について考えさせられました。
例えば、副鼻腔後前方向撮影法では患者は顎をつき出し、前頭部が不安

定になる体勢にならなければいけません。もし患者が高齢であれば、この

体勢を維持するのは大変でしょう。また、患者はわずかに被ばくも受ける
という負担もあります。これらから、撮影は患者の協力なしでは可能にな
らないと思い、私達は患者に対して労わりの気持ちを持つべきだと感じま
した。
また、X線撮影法覚えるにあたり、工学や解剖学などの基礎分野がとて

も関連しているので、新しいことを 1つ覚えるたびに今までに学習した事
柄との新たなつながりが見つかり、勉強することが本当に楽しいと日に感
じています。8月末には第 1種放射線取扱主任者試験を受けます。その試
験に合格することを目標とし、努力を欠かさず勉学に励んでいきます。

奨学会からのコメント 　患者に対していたわりの気持ちを持つのはい
い。しかし、より患者に負担を強いることのない機械・方法の創造とい
う医療現場一丸となって精進するような、大きな夢を持とうではないか。

石田　　梓
鈴鹿医療科学大学
保健衛生学部・放射線
技術科学科2年
（麗澤瑞浪高卒）
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奨学生の年度別、出身高等学校別進学先（単位：人）
出身高等学校 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 合計

岐阜
京都大

東京工業大
岐阜大

中央大
東京工業大
名古屋市立大
高知大

北海道大
名古屋市立大
大阪大

自治医科大
名古屋大

筑波大
東京大
岐阜大

慶応義塾大

16

岐阜北
南山大
筑波大 2

長良 愛知教育大 1
岐山 神戸大 1
加納 名古屋大 名古屋大 岐阜大 名古屋大 4

県立岐阜商業 中央大（2人）
愛知大
三重大

中央大（2人）
東洋大 7

各務原西 岐阜大 愛知教育大 2
岐阜各務野 天理大 1
岐阜農林

日本福祉大
筑波大

岐阜大（2人） 4
揖斐 岐阜女子大 1

大垣北
名古屋大
京都大

静岡大
京都大（2人）
青山学院大

岐阜大
大阪大

滋賀大 9

大垣南 岐阜大 1
大垣東 同志社大 1
大垣西 三重大 1
大垣商業 名古屋大 東京理科大 富山大 3
武義 静岡大 1
関 京都教育大 名古屋市立大 京都大 3
加茂 千葉大 早稲田大 2

可児
名古屋大
岐阜大
大阪大

豊田工業大
名古屋工業大 5

　多治見 愛知県立芸術大 1

多治見北
愛知県立大
早稲田大
信州大

名古屋市立大
京都大
中央大

京都府立大

早稲田大
京都府立大
名古屋大
北海道大

11

恵那
大阪大

名古屋大（2人）

高崎経済大
岐阜大（2人）
名古屋大
筑波大

富山大
名古屋大
南山大

岐阜薬科大
奈良女子大
京都教育大

14

恵那農業 　 慶応義塾大 中部大 名城大 3
中津 三重大 信州大 2
中津商業 中京大 1
斐太

日本福祉大
新潟大

富山大
岐阜大 4

飛騨高山 東京農業大学 1
関商工 愛知大 富山大 2

東濃フロンティア 　 四日市大 1
岐阜東 南山大 1

岐阜聖徳学園 早稲田大 岐阜聖徳学園大 2
岐阜女子 奈良女子大 1
多治見西 愛知県立大

立命館大
神奈川大 3

麗澤瑞浪 鈴鹿医療科学大学 京都大 2
中京 京都大

日本大
富山大 3

高山西 岐阜大 1
一宮興道 名古屋大 1
菊里 愛知県立芸術大 東京芸術大 2
藤枝明誠 同志社大 1
春日丘 慶応義塾大 1
聖霊 横浜市立大 1

愛工大名電 同志社大 1
東海

岐阜大
自治医科大 2

合計 25 33 34 35 127

奨学金を通じて、本気で学びたい人を応援します

■選考の流れ

平成27年12月末日 高等学校を通じて、または直接
郵便にて奨学会へ申請書を提出

▼

平成28年1月下旬 一次選考（書類審査）

▼

平成28年2月上旬 結果を通知

▼

平成28年3月23日頃 二次選考（面接）

▼

平成28年4月初旬 選考された方への通知

■支給金額・支給方法
支給月額　30,000 円（自宅通学・自宅外通学とも）
　　　　　※返還の必要はありません
支給期間　最長4年（平成27年 4月～）但し医学部生は6年
振 込 日　4、5、6、7、8、9月分　6月中旬
　　　　　10、11、12、1、2、3月分　12月中旬

■募集人員
大学生　　30名程度（短期大学生を除く）

■応募資格
１．新1年生であること
　　（平成28年 4月　四年制大学へ入学される方）
２．岐阜県出身または県内在住の方
３．人物、学力ともに優れていること
４．経済的理由により修学が困難であること
提出書類、選考基準等につきましては当財団ホームページ、事務局
又は高等学校へお尋ね下さい。

平成 28年度　奨学生募集中！

私財を投じ当財団を設立し理事長であった伊藤喜美は、病気療養中のところ、平成 27年 7月 7日逝去いたしました。8月 23日には「偲ぶ会」
が恵那市で、また 9月 7日には株式会社バロー主催の「お別れの会」が名古屋市で営まれ、多くの方に参列いただきました。特に、「お別れの会」
では奨学生代表として西尾文吾さん（名古屋大学工学部３年生）に代表献花を行っていただきました。そのほか、多くの奨学生等からお悔やみをい
ただきお礼申しあげます。今後とも当財団は、伊藤友子理事長（伊藤喜美の妻）のもと伊藤喜美の意思を受け継ぎ運営してまいりますので、引き続
きご支援のほどよろしくお願いいたします。



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth 8
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterColorImages false
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth 8
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterGrayImages false
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [595.276 841.890]
>> setpagedevice


